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活動エリア

NPO法人が公園の運営を引き継ぎ、週末にはボランティアスタッフによりゴーカートも運行する

園内全域に花を植え、管理の手間を惜しまない　（左）「ひまわり畑」はシーズンには絶好のフォトスポットに　（右）花に見守られながら走るバッテリーカー

地域の人たちの力も借りて、敷地を維持・管理する
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コミュニティ活動助成

NPO法人 桂公園こどもランド
新潟県十日町市

民間交通公園を引き継いだNPOによる多様な公園リノベーション活動

団体設立経緯
　10年近く前のある日のこと、「ゴー
カートは、もう乗れないんですか？」
と家族連れに話しかけられ、家族
のお母さんが子供のころ、この公
園でゴーカートに乗って楽しい時
を過ごした思い出を話してくれまし
た。しかし造成から半世紀が過ぎ
た公園は、当時の面影を感じられ

ないほど荒廃していました。
　「このままでは、長年地域の子
育てを支えてきた公園がなくなって
しまう」。何とか自分たちの手で再
生できないものかと考え、NPO法
人を設立しました。

活動概要と活動対象範囲
　私たちの住む地域は、冬になる
と積雪3mにもなる豪雪の中山間
地です。公園遊具の冬期管理が難
しく、家族連れが遊ぶには遊具以
外の様々な仕掛けが必要でした。

　そこで交通公園だった敷地を活
かし、週末にはゴーカートなど各
種乗り物の運行、夏季の水遊び広
場など様々なイベントを行っていま
す。公園内の桜や公園周囲の樹木

の手入れ、「春の菜の花畑」に「夏
のヒマワリ畑」など景観整備は、
地元農家さんや地域住民、時には
SNSで協力者を募って実施してい
ます。

活動に至った理由や背景
　9年前、施設の老朽化と管理人
の高齢化で公園の管理団体が解散
しました。「少子化だから公園がな
くなっても仕方ない」と地域に噂が
広がる中、子育て世代の人たちに
アンケート調査を実施しました。す
ると「公園をなくさないでほしい！」、

「ゴーカートを復活させてほしい！」
など多くの声が集まりました。その
声を受け、「少子化だからこそ子育
て環境の整備が必要なのではない

か！」と、地元有志が中心となり活
動を始めました。

活動内容と成果
【景観整備】
　残雪があるうちに樹木を間伐し
ました。そうする事で雪がクッショ
ンとなり、倒した木が地面を傷つ
けません。間伐材は薪ストーブや
キャンプでの活用などの需要があ
り、希望者をSNSで募集したとこ
ろ多くの方から引き合いがありまし
た。処分費もかからず、引き取り
に来られた方たちとのコミュニケー
ションの中で、ボランティアの確保
にもつながりました。
　風が吹く度に枝葉を散らしてい
た樹木が整理されたことで管理の
手間も省け、暗がりにも陽が差し
込むようになりました。

【植栽管理】
　老朽化した公園のロケーション
をカバーして魅力を向上するべく、
園内全域に花を植えました。知識
豊富な園芸農家さん他、沢山の人
の手を借り植栽管理をしています。
　花の植え替え時、それまで植え
られていたまだ元気な株の里親を
SNSで募集すると、沢山の方が引
き取りに来てくれました。鉢植え
にする方やドライフラワーにする方
など、活用は様々。処分の手間が
省け、ここでもまた新たなコミュニ

ケーションが生まれました。「ひま
わり畑」の開花時には来場者も多
く、家族連れの撮影スポットにも
なりました。
　公園の花壇に子供やボールが飛
び込むのは当たり前の事。モグラ
や野ネズミの被害で花が枯れるこ
とも日常茶飯事です。花が枯れて
ポッカリ空いた場所に「動物のオブ
ジェ」を置くと、とても景観にマッ
チしました。それ以来、公園の各
所に配置した動物たちは子供たち
に大人気で、今はなくてはならな
い存在となりました。

【土日祝は全てイベントの日】
　活動当初は年に1回だけ、子育
て家族向けのイベントを開催してい
ました。しかし活動の本来の目的
は、「いつ遊びに来ても楽しめる公
園づくり」です。そこで3年前からは、
土日祝日は全てイベントの日と決め
ました。学生や社会人、シニア世
代のボランティア
が集まり、ゴーカー
トほか各種乗り物
を運行します。く
じ引きにバルーン
のプレゼントなど、
子 供たちの 笑 顔
を引き出す仕掛け
も盛り沢山です。
　2020年 に 閉 園
した 東 京 都 内の

「としまえん」から譲り受けたバッテ
リーカー 4台をオーバーホールし、
公園の新たな乗り物としました。
SNSで発信すると、公園オープン
のゴールデンウィークには乗り物の
順番待ちで長蛇の列となり、それ
以後も沢山の子育て家族が遊びに
来てくれる様になりました。

【子育て家族のサポート】
　「子どもをゴーカートに乗せたい
んですが、運転する自信がなくて
…」、「お兄ちゃんをゴーカートに乗
せてあげたいんですが、ベビーカー
に赤ちゃんがいるので…」。高校生
のボランティアスタッフが、そんな
お母さんの運転代行をしたり、お
母さんとお子さんがゴーカートに
乗っている間、ベビーカーの赤ちゃ
んを預かったりします。ゴーカート
コースへの子ども飛び出しの見守
りや落し物の捜索などは、シニア
世代の仕事です。

　


